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内
訳

市民の生命・財産を災害から守る拠点である消防防災拠点施設の建設を実行し、また、市所有の消防施設を最良の形
で維持していくことを目的とする。

消防施設の適正な維持管理を継続的に実施する。
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消防施設・設備を充実する消防・救急救
助安全安心都市
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消防本部消防総務課

事業： 消防施設・設備整備管理事業 0463
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A

平成２５年度消防施設・設備整備管理事業予算を適正に執行したため。

A

消防防災拠点施設建設工事を完了する
とともに、消防施設の維持管理に努めた
ため。
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消防防災拠点施設の建設
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事業費 1,093,608
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所管課

昭和４０年に建設された消防庁舎の老朽化並びに、機能低下によって生じる消防本部、消防署機能の分散を是正する
ため、また、複雑多様化し大規模化する災害に十分に対応できうる消防力を収容し、消防活動を総括する拠点として、さ
らに地域防災コミュニティの核となる施設の整備を図ることを目的として、消防防災拠点施設の建設を行うもの。
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直営 平成7年度

河内長野市民

消防施設の適正な運用管理を実施していく。
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平成２５年度は、２箇年に亘る建設工事の最終年となり、建設工事、工事監理とともに敷地境界の整理に伴う測量を実
施する。また、平成２６年度当初に庁舎がスムーズに運用されるための初度備品を配備し、本部、消防署からの資機材
等の運搬を実施する。
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事業：消防施設・設備整備管理事業                                    

 

１．消防防災拠点施設建設基金 

「消防防災拠点建設基金」から、消防防災拠点施設工事の実施に必要な資金の取りくずしを行った。また、基金

の目的である消防防災拠点施設建設事業が終了したため、平成２６年３月３１日付けで基金を廃止した。 

区  分 金 額（円） 

平成２４年度末基金現在高 896,800,292 

平成２５年度取りくずし金（消防防災拠点施設工事費へ充当） 561,817,231 

            （普通建設事業基金へ積立） 334,983,061 

平成２５年度末基金現在高 （廃止） 

 

細事業：消防防災拠点施設整備事業                            

 

災害発生時における速やかな消火・救急・救助活動の体制強化、通信指令等の設備強化、地域で支えあう自主

防災体制の強化を図り、消防防災拠点としての機能を発揮する新庁舎の建設工事が完了した。新庁舎では、消防

ポンプ車やはしご車などの消防車２１台と、非常用を含めて高規格救急車２台を運用し、また消防職員及び消防

団員の災害活動技術の向上を図るため、各種訓練が総合的に行える訓練施設を併設した。 

 

庁 舎 概 要                           

名  称 河内長野市消防本部 

住  所 河内長野市小山田町１６６３番地の３  

敷地面積 ５５５０．４４㎡  

建築面積 １５５８．０６㎡ 

延床面積 ３９１３．１２㎡ 

 

 

〇消防庁舎本棟 

建物構造 鉄筋コンクリート造４階建 

建築面積 １２３７．７２㎡ 

延床面積 ３４３０．５１㎡                  河内長野市消防本部新庁舎（全景） 

                             平成２６年１月３１日竣工 

 

  〇その他建物構成（各床面積） 

  訓 練 塔 ２３３．２０㎡   

  車庫２棟 ９９．６０㎡＋９９．６０㎡（鉄骨造） 

         

 

 


